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1-1 「東北⼤メール」関連チラシ
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1-2 「東北⼤メール」関連ポスター
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1-3 「東北⼤メール」移⾏スケジュール
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1-4 「東北⼤メールアドレス」通知フロー

■東北大東北大東北大東北大IDIDIDID通知書の例（教職員向け）通知書の例（教職員向け）通知書の例（教職員向け）通知書の例（教職員向け）

※圧着封筒を学内便で各部局の総務宛てに発送
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■教職員グループウェアでのアドレス確認



部局による分散管理部局による分散管理部局による分散管理部局による分散管理 情報シナジー情報シナジー情報シナジー情報シナジー機構機構機構機構による集中管理による集中管理による集中管理による集中管理

2-1 全学ファイアウォール導入概要

本学所有の複合機内に保存された文書が、外部から閲覧できる状態あったことが平成25年11月に発覚したこと

を受け、平成25年12月に全学ネットワークのセキュリティ強化対策を検討するため、全学ネットワークのセキュリ

ティ強化検討プロジェクト・チームが設置されました。

検討の結果、部局が個別にグローバルアドレスを管理しセキュリティ対策を行う分散管理では、セキュリティ対

策が不十分な部局への対応ができないため、部局による分散管理から脱却し、全学的なアドレス管理及びセ

キュリティ対策の整備を行う集中管理への移行の必要性が確認されました。

そこで透過型のファイアウォールを対外接続点に導入し、学外からの学内への通信を原則として遮断し、情報シ

ナジー機構に申請・登録されたアドレスに対してのみ通信を許可する方式によって集中管理を実現することとし、

平成26年7月に全学ファイアウォールの導入・運用を開始しました。

7

結果：部局保有グローバルアドレス 38,000件 → 許可アドレス 約6,000件



2-2 全学ファイアウォールの費用負担
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全学ファイアウォールの運用費用は年間約1100万円を見込んでいます。

算出方法は、まずグローバルアドレス1つあたりの負担金を200円とし、部局が保有するグローバルアドレスの数に

応じて負担金を算出します。 これを保有グローバルアドレス比例分とし、年間の運用費用のうち3分の2程度を賄い

ます。 不足額を全学的基盤経費比例分として全学的基盤経費の負担額に応じて各部局へ按分します。



3-1 事務用電子計算機システムの更新

○ 現在の構成（赤枠赤枠赤枠赤枠部分が現在の契約範囲）

管理サーバ

…

ID管理

シンクライアント ファットクライアント

部局

本部事務機構

資源管理 ウイルス管理

シンクライアント管理サーバ

ファイルサーバ

バックアップ

業務サーバ

人事給与

テープライブラリ

部局独自買取端末（※）

バックアップ

８４７台８４７台８４７台８４７台
６１７台６１７台６１７台６１７台

２９５台２９５台２９５台２９５台

事務LAN

事務ＬＡＮに接続されている端末事務ＬＡＮに接続されている端末事務ＬＡＮに接続されている端末事務ＬＡＮに接続されている端末＝＝＝＝ １，７５９台１，７５９台１，７５９台１，７５９台

モノクロレーザープリンタ

１１２台１１２台１１２台１１２台

（※）部局独自買取端末のみ、現行の契約に含まれていない。

学納⾦ 授業料免除
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① 各利⽤者は、ネットワーク経由で仮想デスクトップ環境に接続して利⽤します。現⾏の部局買取端末については、業務データを

すべてファイルサーバに移⾏し、以降は仮想デスクトップを利⽤する運⽤を想定します。

3-2 次期事務用電子計算機システム

○ 次期システムの構成（案）

仮想基盤サーバ

仮想サーバ群

仮想PC用サーバ

仮想デスクトップ

ファイルサーバ

(管理サーバ、業務サーバ)

新規クライアント

部局等買取端末

①

① ①

②

③

④

⑤

調達範囲外

バックアップ

①

② 現在の移動プロファイルや個人データは、仮想デスクトップとファイルサーバ間でやり取りされます。

③ 業務データは、移⾏時にすべてファイルサーバに移⾏。以降は、仮想デスクトップを利⽤します。

④ 業務システムは、仮想デスクトップを経由して利⽤します。

⑤ 仮想デスクトップを利⽤する端末は、管理サーバから管理を⾏います。
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3-2 次期事務用電子計算機システム

○ 次期システムの構成（案）

◆ 利用者端末の仮想デスクトップ化

ネットワークを介して、

端末群に画面のみ配信

端末は【受像機】

としてのみ利用

データはサーバに

保存されているため、
壊れたら別の端末

で即業務継続可能
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3-2 次期事務用電子計算機システム

○ 次期システムの構成（案）

◆ 各業務システムの仮想化統合

現在

事務用電子計算機システム

更新後

人事給与人事給与人事給与人事給与
学納金学納金学納金学納金

授業料授業料授業料授業料

免除免除免除免除

財務会計財務会計財務会計財務会計 予算照会予算照会予算照会予算照会 勤務時間勤務時間勤務時間勤務時間

管理管理管理管理

給与明細給与明細給与明細給与明細

個人調書個人調書個人調書個人調書

学務情報学務情報学務情報学務情報

学務情報＋学納金学務情報＋学納金学務情報＋学納金学務情報＋学納金

人事給与人事給与人事給与人事給与

授業料授業料授業料授業料

免除免除免除免除

財務会計財務会計財務会計財務会計

予算照会予算照会予算照会予算照会

勤務時間勤務時間勤務時間勤務時間

管理管理管理管理

給与明細給与明細給与明細給与明細

個人調書個人調書個人調書個人調書

各業務システムを

仮想サーバに統合

学納金を、学務情報の

サブシステムとして収容
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3-2 次期事務用電子計算機システム

○ 次期システムの構成（案）

◆ 運用上の主な変更点

区分区分区分区分 現状現状現状現状 更新後更新後更新後更新後

端末の割り当て 人事異動のたびに端末が変わる。 仮想クライアントを1人1台、永続使用。
異動に伴う端末変更の影響なし。

業務システム レンタル端末からのみ使用可能。 どの端末からでも、仮想クライアント
を介せば使用可能。

端末実機 レンタル端末のみ更新。 レンタル端末のみ更新。ただし、既存
の買取端末も引き続き利用可能。

端末保守 端末故障時は業者による修理。 端末故障時は有償交換。

ソフトウェア シンクライアント（本部）

⇒利用者によるインストール不可インストール不可インストール不可インストール不可

ファットクライアント（部局）

⇒利用者が自由にインストール可自由にインストール可自由にインストール可自由にインストール可

シンクライアント（全学）

⇒利用者が自由にインストール可自由にインストール可自由にインストール可自由にインストール可
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3-3 更新スケジュール

26年度年度年度年度 27年度年度年度年度 28年度年度年度年度
29年年年年

度度度度

10月/11月

/12月

1月/2月

/3月

4月/5月

/6月

7月/8月

/9月

10月/11月

/12月

1月/2月

/3月

4月/5月

/6月

7月/8月

/9月

10月/11月

/12月

1月/2月

/3月

4

月

5

月

資

料

招
請

★

入

札

公
告

資

料

招
請

開
札

★

入

札

公
告

開
札

事務用電子計算機システム事務用電子計算機システム事務用電子計算機システム事務用電子計算機システム

上段：当初予定上段：当初予定上段：当初予定上段：当初予定

下段：半年延期下段：半年延期下段：半年延期下段：半年延期

人事給与統合システム

（バージョンアップ）

財務会計システム

学納金管理システム

授業料免除システム

学務情報システム

基本
構想

本稼働

仕様

策定
平成28年2月 本稼働開発/テスト

テスト

並行稼働
開発/移行

稼働中

稼働中

学務情報システムへ吸収。稼働中 WindowsServer2003
サポート終了

稼働中
平成32年1月に

WindowsServer2008
サポート終了

平成32年1月に

WindowsServer2008
サポート終了

○ 業務システム

仕様

策定
平成28年8月 本稼働開発/テスト

引き続き事務用電子計算機システ
ムに収容。

更新時期に可能な部分は事務用電
子計算機システムのサーバに収容。

赤書きの業務システムは、現行の事務用電子計算システムに包含されているシステム
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